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ツグミはシベリア東部等で繁殖し、

冬になると日本に飛来する渡り鳥

です。水元公園では、概ね11月頃

に飛来し、春先まで見られます。

しかし、今年度は1月11日に初確

認と飛来が大きく遅れています。

これは地球温暖化により、繁殖地

と越冬地の中間地点に食べものが

増え、中間地点に滞在する時間が

伸びるためと言われています。

ハクビシンツグミ
チョウ目シジミチョウ科

体長（終齢幼虫） 約20mm

時期 4～11月

1月20日令和7年 1月20日令和7年
（通算第214号）（通算第214号）

Ｘ（旧Twitter）６

京成バス

　水元小合溜の水辺環境を、豊かな生きものが生息していた昭和３０年

代前半の頃のように戻すために作られた、水質を浄化する施設です。施

設内にある水辺のふれあいルームでは、専門員による解説や講座、様々

な展示やイベントなどを通じて、周辺の自然や歴史、水質浄化の取り組

みなどについて楽しく学ぶことができます。

休館日　　月曜(祝日の場合は、その直後の平日)

9時から17時30分(4月から10月)、9時から16時30分(11月から3月)

※ お車でお越しの際は、水元公園有料駐車場をご利用ください。

東京都葛飾区水元公園8番3号

バス停の場所は、5ページ
の地図をご覧ください。

水元かわせみの里 03(3627)5201

水元公園循環バス(3月から11月の土日祝のみ)

金町駅南口→水元公園→金町駅南口

水元かわせみの里下車　徒歩1分

金町駅南口←→戸ヶ崎操車場・八潮駅南口
　　　　　　　(金61系統)

水元五丁目　　　 大場川下車　 徒歩5分
または

交通

葛飾区公式HP ブログ Facebook
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イベント・ガイドウォーク

専門員が水元かわせみの里周辺を解説しながらご案内します。
ボランティア活動日はボランティアさんが野草園を案内します。

1回目　11時から30分間

2回目　13時30分から30分間ガイドウォーク
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※ 野外での観察もありますので、動きやすく、汚れてもよい長袖長ズボンでお越しください。
※ 軍手、長靴、レインコート(雨天の場合)をお持ちください。
※小学校3年生以下は保護者同伴。

令和7年2月24日(月・祝)までWeb・電話で受付。(※抽選制)

令和7年３月16日(日)

テーマ

10時から12時まで(雨天決行)

唐沢 孝一 氏（NPO法人 自然観察大学 学長）講　師

水元かわせみの里 水辺のふれあいルーム

30人(小学生以上)

令和7年2月12日（水）受付開始

無料

楽しい春の水元公園野鳥観察

葉を食べるヒヨドリ

スズメ目ツグミ科

全長 約24cm

時期 10～3月？

▲尻尾は全長の内

　40 ～ 45cm ほど。

冬の渡り鳥の代表格！

……のはずが？

ツグミは木の実をよく好み、樹上で木

の実をついばむ姿がよく見られる他、

草地を歩きまわりながら、落ちた木の

実を食べる姿もよく見られます。草地

を歩きまわるときは、時折胸をはるよ

うなポーズで周囲を警戒する姿もよく

見られます。

外来種説と在来種説木の上や、草地の上にも

フォトコンテスト作品展示

葛飾区内で撮影された、様々な生きものの作品を展示します。
来館された方からの投票で、入選作品を決定します。

展示期間
令和7年1月18日(土)～
令和7年2月16日(日)

   ふゆ　　　　わた　　　 どり　　　　だい ひょう かく

   き　　　　 うえ　　  　　　　  そうち

                                         　　　　　　　　　　　　　　　じゅじょう　　  

　　　  み　　　　　　　　　　　すがた　　　　　　　　　　　　　　　ほか

　　　　　　　 ある 　　　　　　　　　　　　　　　　　　お

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ときおり むね

　　　　　　　　　　　　　　しゅうい　　  けいかい

ピラカンサの実をついばむツグミ

ツグミ特有の草地で
胸をはるポーズ

葛飾区内で撮影された、様々な生きものの作品を展示します。
来館者やWEBからの投票で、入選作品を決定します。



　水元公園では、毎年秋～冬に、モズがよく見られます。モズは

『小さな猛禽類』とも呼ばれ、かぎ状に尖ったくちばしで、昆虫

類や両生類、爬虫類といった小動物を獲って暮らしています。

　モズの特徴的な生態の一つとして、狩った獲物を枝などに突き

刺して『はやにえ（早贄）』を作る習性があります（　　）。は

やにえは秋～冬にかけて作られ、冬の間に消費されることから、

主に獲物が少なくなる冬の貯蓄であるという説が有力です。さら

に近年の研究で、冬にはやにえをたくさん食べたオスは栄養状態

が良く、さえずり（メスに求愛するための鳴き声）が上手になる

ため、メスにモテやすくなるということも判ってきました。はや

にえによる貯蓄は、次の繁殖成功率にも関わる重要なもののよう

です。

　最近は、水元かわせみの里や水生植物園でも

はやにえが確認されており、モズたちが一所懸

命活動しているのがわかります。まぁ、はやに

えは、ちょいちょい作った本人も忘れたまま消

費せず、翌春まで放置されることもあるようで

すが…。よろしければ皆さまも、これからの時

期、ぜひ探してみてくださいね。（小林）

１

１/10 オランダミミナグサの新芽　動
物の『耳』のような、ふわふわの産毛が
生えており、触ってみると心地良い。

１/１０ ヨモギの新芽　葉の裏に毛が生
えていて白いのが特徴。葉をこすると、
「くさもち」の香りが楽しめる。

1/5 ゴマダラチョウの幼虫　エノキの
落ち葉の裏で冬眠し春を待つ。落ち葉を
一枚一枚丁寧にめくると見つかる。

２ ３

日々変わりゆく小合溜の自然を、
お散歩隊が見つけて紹介します！発見!お散歩隊がゆく

１/10 メマツヨイグサのロゼット　冬の
寒さをしのぐため、地面に葉を放射状に
広げた状態を『ロゼット』と言う。

1/1０ サザンカ　圃場など、水元公園全
域で見られる。ツバキに似るが、サザン
カは花びらが１枚ずつ落ちる点で違う。

５

1/１０ オオバン　忍者のように水面を駆
けて飛び立つ。水草が大好き。水鳥ではあ
るが、カモではなくクイナの仲間。

６

７

● 写真を撮った場所を地図上に示してありますが、他の場所でも見られます。皆さんもぜひ見つけてみましょう。２

8

専門員コラム

９

「冬を乗り切ったその先」のお話

５

様々な種の運ばれ方の話 

1/１０ マガモ　オス２匹で仲良く泳い
でいた。尾羽の２本のカールがかわい
い。メスは全体的に茶褐色の色合い。

1/１０ オオカマキリの卵のう　春には
200～300個体ほどの幼虫が生まれる。
冬の間に鳥に食べられてしまうことも。

1/9 モズのはやにえ（カナヘビ）　水元
かわせみの里内の植栽に刺さっていた。
モズに食べられた後と思われる。

４

モズ

９



野草園だより　見頃の生きもの 1月編
水元かわせみの里の裏手にある小さなビオトープ「野草園」。

様々な生きものが暮らすこのビオトープで見られる、ステキな生きものをご紹介します。

４

1月の見頃

スイセン

　花の少ない秋から冬にかけて花が咲くので、ひと
きわ目をひきます。ラッパのようなユニークな形の
花が特徴です。花は6枚の花びらで出来ていますが、
実はそのうち3枚は花びらではなくガクです。
葉の形はいっけんニラ等によく似ますが、強い毒性
を持つため、誤食には注意が必要です。

見られる

ポイントは

ココ！

野草園マップ

中学生職場体験中学生職場体験

学校等団体利用のご案内
水元かわせみの里には、水元小合溜の歴史や自然の解説を行う専門員がいます。
総合的な学習の時間、理科、社会科、生活科などの学習にぜひご利用ください。

水元小合溜周辺の身近な生きも
のや、環境、歴史について楽し
く学びます。水質浄化センター
の見学なども可能です。

　　その他、主な団体利用の内容

※バスでの来館のご希望や、ガイドの時間・内容などの詳細については、ご相談ください。

総合的な学習の時間 職場体験受け入れ

施設周辺の美化活動、施設内の
管理作業、生物の調査、ガイド
ウォークの補助など、様々な体
験が可能です。

自由研究の補助

水辺の生きもの調査、図鑑作り
など、様々な内容の自由研究の
イベントを行い、夏休みの児童
への、学習のサポートをします。

・生物関係のクラブ活動の補助 ・大学、専門学校の実習の受け入れ

・福祉系団体への自然解説 ・歩こう会など、各種団体への自然解説

※団体利用に関するお問い合わせは、水元かわせみの里窓口、または電話(水元かわせみの里　03-3627-5201)まで。

虫とりキットを作ろう虫とりキットを作ろう植物の葉っぱと種の観察植物の葉っぱと種の観察

ボランティア募集

■活動内容　水元かわせみの里周辺の美化活動や、水辺のふれあいルームの管理等補助作業

　　　　　　ガイドウォーク等の補助作業、ボランティア研修会の受講

　　　　　　葛飾区子どもまつり、環境･緑化フェアなどへの参加

■募集期間　随時募集しています

■対　　象　18歳以上の方(原則)

■活 動 日 　月4回程度(定例活動日　第１、３土曜日、第２、４木曜日)

■申し込み･お問い合わせ　水元かわせみの里　03(3627)5201　

水元かわせみの里ボランティアは、活動を通して、ボランティアの方個々人が地域
への愛着を育み、ひいては地域の発展へ貢献することを目標とします。地域の自然
保護活動や、来館者へのクラフト教室など、やりがいをもって参加していただける
活動がたくさんありますので、気軽にご参加いただきたいと思います。

３

ボランティア活動報告

稲わらで、わら箒（ぼうき）としめ飾りを作りました！

　12月22日(日)にキッズボランティア活動で、稲わら工作体験の一環として、ボランティアの

指導の下、わら箒としめ飾りを作りました。田んぼビオトープの稲わらや、譲っていただいた水

辺のさとの稲わらを使って、年末年始の縁起物を作って、今年の豊作と無病息災を祈願しました。

ボランティアの皆さんが、丁寧に
工作をサポートしてくれました！

『みご』と呼ばれる稲わらの先端部分
を取って、事前に材料作りをしました。

当日は16人が活動に参加し、全員が
自身のわら箒としめ飾りを作りました。

素敵なわら箒としめ飾りが完成！
今年一年、良い年になりますように！
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